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４
つ
の「
地
域
支
部
」が
い
よ
い
よ
始
動
!!

研
究
会
、交
流
会
が
相
次
ぎ
ス
タ
ー
ト

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
活
動
が
い
よ
い
よ
本
格
始
動̶

̶

。一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人

材
教
育
協
会
は
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
活
動
拠
点
と
な
る
地
域
支
部
の
設
立
を
進
め
て
い
る
。

８
月
ま
で
に
関
東
、関
西
、九
州
の
３
支
部
が
発
足
、北
信
越
支
部
も
設
立
を
控
え
て
い
る
。

９
月
29
日
実
施
試
験
の
締
切
迫
る
！

直前ポイント解説講座　開催迫る！

第2回「介護福祉経営士2級」資格認定試験（9月29日実施）に向けて、
講座を開催します。
資格認定試験の出題範囲に準拠したテキストを用いて、
重要項目や押さえるべきポイントをわかりやすく解説していきます。
介護福祉における法制度はもちろん、介護福祉サービスの仕組みや
介護福祉産業の動向に理解を深め、日常業務にもお役立ていただけます。
本講座は「介護福祉経営士テキストシリーズ基礎編（全10巻）」（弊社刊）を
使用します。各自お買い求めください。
テキストシリーズについては、2面広告もご覧ください。

第2回「介護福祉経営士2級」
 資格認定試験

４
月
に
実
施
さ
れ
た

第
１
回「
介
護
福

祉
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
は
１
９
３
人
が
合

格
。
こ
の
う
ち
７
割
超
の

１
４
０
人
が
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
に

入
会
、「
介
護
福
祉
経
営

士
」の
認
定
登
録
を
申
請

し
て
い
る（
８
月
８
日
現

在
）。合

格
者
が
入
会
す
る
動

機
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
会
・
研
修
等
の
活

動
に
参
加
で
き
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
経
営

力
を
身
に
つ
け
る〝
学
び

の
場
〞で
あ
る
と
同
時
に
、

人
脈
を
つ
く
り
広
げ
る

〝
交
流
の
場
〞で
も
あ
る
。

研
究
会
・
研
修
等
は
、

全
国
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
設
置
す
る「
地
域
支

部
」で
展
開
さ
れ
る
。「
九

州
支
部
」で
は
、
８
月
24

日
に「
介
護
人
材
の
確
保

と
ス
タ
ッ
フ
育
成
に
つ
い

て
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に

第
１
回
研
究
会
を
行
う
。

今
後
は
月
１
回
ペ
ー
ス
で

開
催
す
る
ほ
か
、
大
分
県

の
高
齢
者
施
設
で〝
合
宿
〞

も
計
画
中
。

「
関
東
支
部
」は
９
月
４

日
に
結
城
康
博
・
淑
徳
大

学
教
授
を
講
師
に
迎
え

「
介
護
福
祉
事
業
の
未
来

を
語
り
合
う
」と
題
し
て

定
例
会
を
開
催
。、
10
月

以
降
、
同
様
の
定
例
会
と

現
場
の
問
題
解
決
に
つ
な

が
る
研
究
会
を
企
画
し
て

い
く
方
針
だ
。

「
関
西
支
部
」を
含
む
３

支
部
で
は「
合
格
者
の
つ

ど
い
」が
開
催
さ
れ
、「
介

護
福
祉
経
営
士
」の
活
動

を
開
始
し
た
。
北
信
越
支

部
が
11
月
に
も
発
足
す
る

ほ
か
、
北
海
道
、
東
北
、

中
部
、
中
国
、
四
国
の
５

地
域
で
も
支
部
設
立
の
準

備
が
進
ん
で
い
る
。
各
支

部
と
も
理
事
に
地
域
の
有

力
事
業
者
が
就
任
、
そ
の

後
押
し
を
受
け
た
活
発
な

活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

多岐にわたる試験範囲を集中講義でわかりやすく解説!!

関東支部長
時田　純
社会福祉法人
小田原福祉会理事長
一般社団法人24時間在宅ケア
研究会代表理事
小田原市役所、同市議会議員を経て、
1977年小田原福祉会を設立、理事長
に就任。全国老施協副会長、日本認
知症ケア学会理事等を歴任。

第
２
回「
介
護
福
祉

経
営
士
２
級
」
資

格
認
定
試
験
が
９
月
29
日

（
日
）に
実
施
さ
れ
る
。
受

験
エ
ン
ト
リ
ー
は
８
月
26

日（
月
）ま
で
、
一
般
社
団

法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営

人
材
教
育
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
受
付
中
だ
。

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
後
、

自
動
返
信
メ
ー
ル
の
案
内

に
従
っ
て
受
験
料（
８
０

０
０
円
）
を
振
り
込
み
、

申
し
込
み
書
を
提
出
。

試
験
は
60
分
間
で
多
肢

選
択
式
・
マ
ー
ク
シ
ー
ト

記
入
方
式
、
40
問
が
出
題

さ
れ
る
。

受
験
エ
ン
ト
リ
ー
は

８
月
26
日（
月
）ま
で

関西支部長
松本　力
社会医療法人愛仁会
常務理事
社会福祉法人愛和会理事を兼務、愛
仁会グループで介護・福祉・医療施設
の経営実務に従事。大阪介護老人保
健施設協会監事、大阪府私立病院協
会事務長会会長など公職多数。

北信越支部長
小山　剛
社会福祉法人長岡福祉協会
高齢者総合ケアセンター
こぶし園総合施設長
知的障害児施設、重度心身障害児施
設を経て現職。認定NPO災害福祉広
域支援ネットワーク・サンダーバード代表
理事など公職多数。

九州支部長
冨永健司
社会福祉法人
九州キリスト教社会福祉事業団
理事長
民間企業勤務を経て、特別養護老人
ホームに入職、現在に至る。大分県老
人福祉施設協議会会長、同県社会福
祉施設経営者協議会副会長など歴
任。

支
部
長
の
横
顔（
敬
称
略
）

【概　要】
開催日：2013年8月24日（土）／9：30～16：30
会　場：株式会社日本医療企画（東京都千代田区）

講　師：馬場 博氏（一般社団法人C.C.Netチーフアドバイザー）
受講料：15,000円（税込）
【お申込み・お問合せ先】
株式会社日本医療企画：東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル
担　当：谷（たに）、七島（ななしま）

電　話：03-3256-2885 残席僅少、

お申し込みはお早
めに！ 
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介
護
福
祉
経
営
士
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

介
護
福
祉
の
世
界
で
は
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
が
、

第
1
回「
介
護
福
祉
経
営
士
2
級
」資
格
認
定
試
験
に
も
大
勢
の
女
性
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、35
人
が
合
格
し
た
。

第
一
期
生
と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
お
二
人
に
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
目
指
し
た
理
由
や
ど
の
よ
う
に
業
務
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
話
を
聞
い
た
。

介
護
福
祉
分
野
の
専

門
職
を
育
成
す
る

教
育
機
関
で
、
社
会
福
祉

士
、
介
護
福
祉
士
な
ど
を

目
指
す
学
生
の
教
師
を
務

め
て
い
ま
す
。
当
校
の
卒

業
生
が
地
域
福
祉
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
、
現
場

と
共
に
学
生
を
育
て
る
プ

ロ
グ
ラ
ム「
共
育
協
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
、
教
育
機
関
で

は
、
５
年
、
10
年
先
を
見

据
え
た
上
で
、
ど
の
よ
う

な
教
育
が
必
要
な
の
か
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人

材
が
現
場
で
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
視
点
に

基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

私
の
業
務
は
、
訪
問

介
護
事
業
所
の
現

場
職
員
へ
向
け
研
修
の
企

画
、
実
施
、
実
地
指
導
の

立
ち
会
い
、
内
部
監
査
の

監
査
員
な
ど
多
岐
に
渡
り

ま
す
。

そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
関
す
る
研
修
や
指
導

を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、

現
場
で
は
売
り
上
げ
に
関

す
る
意
識
は
あ
っ
て
も
、

経
営
の
知
識
が
不
足
し
て

い
る
と
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

介
護
現
場
は
人
材
不
足
に

悩
ま
さ
れ
、
離
職
率
の
高

さ
も
課
題
で
す
。
現
場
か

ら
も
同
様
の
訴
え
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
介

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、

学
生
た
ち
に
刺
激
を
与
え
てい
き
た
い

田た
な
か中
佐さ

き季

東
京
福
祉
専
門
学
校

教
務
部
教
務
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
経
営
」の
視
点
を
持つこ
と
で
、

よ
り
質
の
高い
サ
ー
ビス
提
供
につ
な
が
る

田た
な
か中

涼り
ょ
う
こ子

株
式
会
社
ソ
ラ
ス
ト

福
祉
事
業
本
部
　
人
材
開
発
課

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。経

営
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

離
職
率
の
高
さ
、
と
い
っ

た
こ
と
が
介
護
現
場
が
抱

え
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す

が
、
わ
が
校
の
卒
業
生
に

も
、
小
集
団
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
う
ま
く
で
き

ず
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

辞
め
て
し
ま
う
者
が
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
や
り
が

い
を
も
っ
て
介
護
職
を
続

け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、

「
経
営
」の
視
点
を
持
っ
た

人
材
を
ど
の
よ
う
に
教
育

し
て
い
く
の
か
が
課
題
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
材
育

成
、
教
育
と
い
う
視
点
で

考
え
た
と
き
、「
介
護
福

祉
経
営
士
」と
い
う
資
格

の
意
味
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。「
介
護
福
祉
経

営
士
」を
通
じ
て
学
生
に

伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
自

分
が
資
格
を
と
っ
て
み
よ

う
と
受
験
し
ま
し
た
。

試
験
勉
強
を
通
じ
て
、

労
務
規
程
や
運
営
管
理
、

介
護
保
険
制
度
の
制
度
化

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
一
か

ら
学
び
直
す
こ
と
が
で

き
、
本
校
の
学
生
や
卒
業

生
に
も
こ
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

試
験
に
合
格
し
た
今

も
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足

と
感
じ
て
い
て
、
出
題
内

容
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

テ
キ
ス
ト
を
読
み
返
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
な

が
ら
、
学
生
た
ち
に
刺
激

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
身
の
新
た
な
発
想
を

生
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
い
と
考
え

る
方
は
、
ぜ
ひ
、
介
護
福

祉
経
営
士
で
学
び
、
そ
れ

を
叶
え
る
糸
口
を
つ
か
ん

で
く
だ
さ
い
。

護
職
員
の
育
成
を
す
る
立

場
の
管
理
者
自
身
に
経
験

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も

問
題
の
一
つ
で
す
。

で
す
が
、
そ
の
解
決
策

を
会
社
に
任
せ
き
り
に
し

て
、
工
夫
を
し
な
い
の
で

は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
研
修
や
指
導

の
な
か
で
介
護
経
営
に
つ

い
て
も
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
よ
り
よ
い
運
営

や
、
問
題
を
解
決
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
知
識
を
深
く
学
び
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
折
、月
刊
誌『
介

護
ビ
ジ
ョ
ン
』で「
介
護
福

祉
経
営
士
」の
こ
と
を
知

り
、「
質
の
高
い
福
祉
や

介
護
の
経
営
を
実
現
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
」と
の
趣

旨
を
知
っ
て
、
こ
れ
は
ま

さ
に
私
が
学
び
た
い
こ

と
、
研
修
の
な
か
で
現
場

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
た
い
こ

と
だ
と
感
じ
た
た
め
、
資

格
取
得
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
身
に
つ
け
た

知
識
を
生
か
し
て
、
現
場

の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
な
研
修
を
企
画
、

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
研
修
は
企
画
・

実
施
だ
け
で
な
く
、
そ
の

効
果
を
計
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
経
営
に
貢
献
で
き

る
人
材
づ
く
り
と
い
う
長

期
的
な
視
点
か
ら
も
、
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
事
業
所
へ
の
指

導
は
私
の
所
属
部
署
だ
け

で
は
な
い
の
で
、
会
社
側

の
人
間
も
経
営
に
関
す
る

知
識
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
自
分
の
部
署
以
外
の

方
に
も「
介
護
福
祉
経
営

士
」の
こ
と
を
広
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
緒
に
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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介護福祉経営に必要な知識を体系的に習得
できる『介護福祉経営士テキスト』シリーズ（全
21巻）。介護・医療の現場、教育現場、経
営の実務に携わり、各分野の第一線で活躍
する執筆陣によってまとめられた本シリーズ
は、一般社団法人日本介護福祉経営人材教
育協会より「介護福祉経営士」資格認定試験
推薦テキストとして採用されています。

「介護福祉経営士」資格認定試験合格に向けた学習教材

「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻）
■ 総監修（50音順）

江草安彦
社会福祉法人旭川荘名誉理事長
川崎医療福祉大学名誉学長

大橋謙策
公益財団法人テクノエイド協会理事長
元・日本社会事業大学学長

北島政樹
国際医療福祉大学学長

■ 体　裁：各巻 B5判／1C
■ 定　価：各巻2,500円＋税

【全21巻セット】 または 【基礎編10巻セット】をご購入の方に、
介護福祉経営士２級資格認定試験対策 ――合格サポートブック――を進呈

『合格サポートブック』とは
・「介護福祉経営士テキスト」基礎編（10巻）の各巻の重要ポイントの解
説を掲載

・予想問題を掲載
・第1回「介護福祉経営士2級」資格認定試験で実際に出題された問題
を掲載（10問）　※解説は（株）日本医療企画によるものです

「介護福祉経営士」資格認定試験対応　日本介護福祉経営人材教育協会　推薦テキスト キャンペーン8月30日まで！
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2013年9月号
（2013年8月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,200円（税込）
●定期購読料：14,400円（税込）

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

「
切
磋
琢
磨
し
、介
護
業
界
の
発
展
を
」

若い力と感性が介護の世界を変える特集

業界を先導する30代経営者たち
の戦略（仮題）

介護を「事業」ととらえる若手経営者にはドライな視線を向けられがちだが、人材
登用や育成、他のサービスとのコラボレーションなど柔軟な発想には学ぶべき点
も多くある。今後の業界をリードする30代経営者に焦点をあて、彼らの発想や戦
略を明らかにしながら、これからの介護事業者は何をすべきかにについて考える。

第2特集 利用者・家族・経営者・現場・医療・介護……

“看取り”の意味を
みんなで考える（仮題）

“看取り”は高齢者を対象とするサービスを提供するうえで重要な視点である。とり
わけ介護においては発想の原点にもなるもの。“看取り”についてはケア論やスキ
ル、グリーフケアなどについて議論されているが、“看取り”の意味を共有されていな
いまま論じられているケースが少なくない。本特集では関係者による座談会をベー
スに、“看取り”について考える。

関
東
支
部

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」を

開
催８

月
２
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
関
東

支
部
の「
合
格
者
の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
、
関
東

地
区
の「
介
護
福
祉
経
営

士
２
級
」資
格
認
定
試
験

合
格
者
を
中
心
に
19
人
が

参
加
し
た
。

冒
頭
で
、
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
の

北
島
政
樹
理
事（
国
際
医

療
福
祉
大
学
学
長
）
が
、

「
第
一
期
生
の
皆
さ
ん
が

今
後『
介
護
福
祉
経
営
士
』

と
し
て
担
う
役
割
は
多
様

だ
が
、
活
躍
で
き
る
よ
う

私
た
ち
も
力
に
な
り
た

い
」と
祝
辞
を
述
べ
る
と
、

時
田
純
関
東
支
部
長（
社

会
福
祉
法
人
小
田
原
福
祉

会
理
事
長
）は
、「
将
来
的

に
は
、
国
の
政
策
に
提
言

で
き
る
よ
う
な
人
材
が
誕

生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

同
協
会
の
小
笠
原
浩
一
理

事（
東
北
福
祉
大
学
大
学

院
教
授
）に
よ
る
乾
杯
の

挨
拶
の
後
、
事
務
局
が
宮

野
茂
関
東
支
部
役
員（
日

本
化
薬
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア

株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

な
ど
役
員
を
紹
介
。

続
い
て
行
わ
れ
た
合
格

者
の
紹
介
で
は
、
合
格
者

か
ら「
措
置
時
代
の
考
え

方
を
引
き
ず
っ
て
い
た
面

も
あ
っ
た
が
、
改
め
て
経

営
の
重
要
性
を
認
識
し

た
」、「
横
の
連
携
を
大
事

に
し
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
た
い
」な
ど
の
抱

負
が
語
ら
れ
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
川
渕
孝

一
理
事（
東
京
医
科
歯
科

大
学
大
学
院
教
授
）が「
ぜ

ひ
１
級
に
も
挑
戦
し
更
な

る
発
展
と
向
上
を
目
指
し

共
に
励
ん
で
い
こ
う
」と

締
め
括
り
、
会
は
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

関
西
支
部

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
／

合
格
者
の
集
い
を
開
催

「
関
西
支
部
設
立
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
／
介
護
福
祉

経
営
士
の
集
い
」が
、
８

月
６
日
に
大
阪
市
内
の
新

阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
関
西
地
区
の
合
格
者

17
人
が
参
加
し
た
。

初
め
に
、
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
の

林
諄
理
事（
株
式
会
社
ヘ

ル
ス
ケ
ア
総
合
政
策
研
究

所
代
表
取
締
役
）が
江
草

安
彦
代
表
理
事
の
祝
辞
を

代
読
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
る
た
め
に
は

介
護
経
営
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
。
栄
え
あ
る

第
一
期
生
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
解
決
や
経
営
革

新
に
取
り
組
む
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
松
本
力
関
西
支

部
長（
社
会
医
療
法
人
愛

仁
会
常
務
理
事
）が
、「
医

療
以
上
に
介
護
分
野
は
経

営
環
境
が
厳
し
く
、
経
営

人
材
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、『
介
護
福
祉
経
営
士
』

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
合

格
者
の
皆
様
が
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

介
護
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」と
挨
拶
し

た
。ま

た
、
合
格
者
は「
支

部
活
動
を
通
じ
て
実
践
力

を
高
め
、
経
営
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」、「
介

護
現
場
に
お
け
る
課
題
を

吸
い
上
げ
、
事
業
所
の
経

営
力
向
上
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

と
勉
強
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
抱
負
を
語
っ
た
。

礎
編
」（
全
10
巻
）を
用
い

て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
同
グ
ル
ー
プ

の
職
員
を
中
心
に
、
介
護

施
設
を
経
営
す
る
開
業
医

や
医
療
機
関
、
金
融
機
関

勤
務
者
な
ど
約
20
人
が
参

加
。
講
師
は
テ
キ
ス
ト
の

著
者
で
も
あ
る
、
株
式
会

社
ウ
エ
ル
ビ
ー
の
青
木
正

人
代
表
取
締
役
が
務
め
、

テ
キ
ス
ト
各
巻
の
ポ
イ
ン

ト
を
丁
寧
に
解
説
。
さ
ら

に
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
介
護

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
の
豊
富
な
事
例
を
交

え
た
、
青
木
氏
独
自
の
視

点
で
み
る
介
護
業
界
の
動

向
や
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
の

解
説
も
加
わ
り
、
内
容
の

濃
い
２
日
間
と
な
っ
た
。

講
座
終
了
後
も
、
み
ど

り
合
同
税
理
士
法
人
グ

ル
ー
プ
で
は
、「
介
護
経

営
塾
」と
し
て
第
２
回
試

験
に
向
け
た
勉
強
会
を
独

自
に
開
催
し
て
お
り
、
香

川
県
な
ら
び
に
四
国
地
区

に
お
い
て
介
護
福
祉
経
営

士
の
仲
間
が
今
後
ま
す
ま

す
増
え
る
と
期
待
さ
れ

る
。

７
月
６
、
７
日
、「
介

護
福
祉
経
営
士　

ポ
イ
ン

ト
解
説
講
座
」が
香
川
県

高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
。

同
講
座
は
、
高
松
市
を
拠

点
と
す
る
、
み
ど
り
合
同

税
理
士
法
人
グ
ル
ー
プ
と

日
本
医
療
企
画
と
の
共
催

で
実
施
。
介
護
福
祉
経
営

士
資
格
認
定
試
験
の
推
薦

テ
キ
ス
ト
で
あ
る「
介
護

福
祉
経
営
士
テ
キ
ス
ト
基

２
級
試
験
ポ
イ
ン
ト
解
説
講
座
高
松
市
内
で
２
日
間
実
施

関東支部
●9月4日（水）
第1回定例会「介護福祉事業の未来を語り合う」
講師：結城康博氏（淑徳大学教授、社会保障審議会介護保険部会委員）
＜お問合せ先＞関東支部　☎03-3256-2885（日本医療企画内　担当：谷・七島）
関西支部

●9月21日（土）
医療経営士・介護福祉経営士合同勉強会「医療・介護現場でのクレーム対応」前編
＜お問合せ先＞関西支部　☎06-7660-1761（日本医療企画内　担当：斉藤）
北信越支部

●8月28日（水）
医療経営士・介護福祉経営士合同研究会第2回「『地域を知る』地域を知り課題抽出」

●11月中に第1回介護福祉経営士「合格者のつどい」を開催
＜お問合せ先＞北信越支部　☎076-231-7791（日本医療企画内　担当：江嶋）
九州支部

●8月24日（土）
第1回これからの介護・福祉事業を担う‘人財’になる！
介護福祉経営研究会「LINK」「介護人材の確保とスタッフ育成について考える」
講師：廣田文輝氏（医療法人輝松会住宅型有料老人ホームサンルーム輝き施設長）

●9月以降、月1回の研究会活動ならびに交流会等を実施
＜お問合せ先＞九州支部　☎092-418-2828（日本医療企画内　担当：藤原）

今
後
の
支
部
活
動
予
定（
8
月
〜
9
月
）

 http://www.jmp.co.jp/お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

●関東支社 ☎03-3256-2885  ● 関西支社 ☎06-7660-1761  ● 九州支社 ☎092-418-2828  ● 北信越支社 ☎076-231-7791  ● 中部支社 ☎052-209-5451
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介
護
職
員
養
成
テ
キ
ス

ト
に
お
い
て
信
頼
度
ナ
ン

バ
ー
１
を
誇
る
日
本
医
療

企
画
は
、
２
０
１
４
年
１

月
実
施
の
第
26
回
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
に
向
け

て
、〝
合
格
〞を
最
優
先
に

考
え
た
２
種
類
の
試
験
対

策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

① 『
重
要
ポ
イ
ン
ト
整
理

セ
ミ
ナ
ー
』

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
３
領
域

11
科
目
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

を
整
理
し
、
効
率
よ
く
合

格
ま
で
の
実
力
を
養
う
。

基
礎
学
習
が
一
通
り
終

了
し
、『
合
格
の
た
め
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
が
ほ
し

い
！
』と
い
う
方
に
特
に

オ
ス
ス
メ
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
受
験
対
策
に
特

化
し
た
プ
ロ
の
講
師
が
合

格
へ
の
秘
訣
を
伝
授
す

る
。

●
開
催
概
要

・ 

日
時
：
10
月
27
日（
日
）

10
時
〜
17
時

・
講
師
：
野
島
正
典
氏

（
高
齢
社
会
権
利
擁
護
研

KFK
News

Topics

所
所
長
）

・ 

受
講
料
：
１
万
円（
税

込
）

・ 

会
場
：（
株
）日
本
医
療

企
画
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）

詳
し
く
は
、
日
本
医
療

企
画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
電
話
０
３
‐
３
２
５

６
‐
２
８
６
３
ま
で
。

内
閣
府

社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議

政
府
の
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議（
会
長
：

清
家
篤
・
慶
應
義
塾
長
）

は
８
月
６
日
、報
告
書「
確

か
な
社
会
保
障
を
将
来
世

代
に
伝
え
る
た
め
の
道

筋
」を
取
り
ま
と
め
、
同

日
、
安
倍
首
相
に
提
出
し

た
。
同
会
議
は
、
幅
広
い

観
点
に
立
っ
て
社
会
保
障

制
度
改
革
を
行
う
た
め

に
、
昨
年
11
月
か
ら
、
社

会
保
障
４
分
野
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

き
た
。
世
代
間
で
生
じ
る

負
担
の
不
公
平
を
解
消
す

る
全
世
代
対
応
型
を
打
ち

出
し
、負
担
の
あ
り
方
を
、

高
齢
者
を
念
頭
に「
年
齢

別
」か
ら「
負
担
能
力
別
」

に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
要
請
し
た
。

医
療
分
野
に
お
い
て

は
、
患
者
に
継
ぎ
目
の
な

い
医
療
を
提
供
す
る
た
め

の
連
携
体
制
の
構
築
、
な

か
で
も
急
性
期
以
降
の
受

け
皿
と
な
る
機
能
の
整
備

や
在
宅
医
療
・
介
護
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
、
あ
る

べ
き
姿
が
示
さ
れ
た
。 

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
が
変

わ
る
必
要
も
あ
る
と
し

て
、
非
営
利
性
や
公
共
性

の
堅
持
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
の
枠
組
み
の

よ
う
な
法
人
間
の
合
併
や

権
利
の
移
転
等
を
速
や
か

に
行
う
た
め
の
制
度
改
正

を
検
討
す
る
必
要
性
を
提

示
。
社
会
福
祉
法
人
に
対

し
て
は
経
営
の
合
理
化
と

近
代
化
を
図
る
た
め
、
大

規
模
化
や
複
数
法
人
の
連

携
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
た
。

提
供
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
改
め
て
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
強
調
さ
れ
、
第
６
期
以

降
の
介
護
保
険
事
業
計
画

を「
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
」

と
位
置
づ
け
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
認
知
症
高
齢
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
充
実

の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

一
方
、
介
護
保
険
制
度

に
関
し
て
は
、
軽
度
者
の

扱
い
に
つ
い
て
言
及
。
要

支
援
者
に
対
す
る
介
護
予

防
給
付
は
市
町
村
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
住
民
主

体
の
取
り
組
み
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
柔
軟
か
つ
効

率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
受
け
皿
を

確
保
し
な
が
ら
新
た
な
地

域
包
括
推
進
事
業（
仮
称
）

に
段
階
的
に
移
行
す
べ
き

と
し
、
介
護
保
険
か
ら
の

切
り
離
し
が
示
唆
さ
れ

た
。
地
域
の
実
情
に
応
じ

る
に
は「
全
国
一
律
の
報

酬
制
度
」と
は
別
の
財
政

支
援
が
必
要
と
、
補
助
金

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

明
示
し
た
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は「
中

重
度
者
に
重
点
化
を
図

り
、
併
せ
て
軽
度
の
要
介

護
者
を
含
め
た
低
所
得
の

高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
て
い
る
」と
い

う
役
割
を
提
示
。
一
方
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は「
重
度
化
予
防
に
効
果

の
あ
る
給
付
へ
の
重
点
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
」と
、

自
立
支
援
に
向
け
た
リ
ハ

ビ
リ
機
能
を
強
化
し
て
い

く
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

今
後
、
こ
の
報
告
書
を

受
け
て
、
８
月
末
か
ら
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険

部
会
で
、
介
護
保
険
制
度

改
革
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
議
論
が
進
め
ら
れ
る
。

（
出
典
：「
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
」２
０
１
３
年
９
月

号
・
日
本
医
療
企
画
）

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

究
所
所
長
）

・ 

受
講
料
：
１
万
円（
税

込
・
テ
キ
ス
ト
代
別
）

・ 

会
場
：（
株
）日
本
医
療

企
画
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）

・ 
使
用
テ
キ
ス
ト
：

『
２
０
１
４
年
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
対
策 

図
で
わ
か
る
！
重
要
ポ

イ
ン
ト
88
』（
日
本
医
療

企
画
発
行
）
定
価

２
３
１
０
円（
税
込
）

② 『
模
擬
試
験
＋
解
答
解

説
セ
ミ
ナ
ー
』

国
家
試
験
の
出
題
傾
向

を
徹
底
分
析
し
て
作
ら
れ

た
模
擬
試
験
と
、
講
師
に

よ
る
詳
し
い
解
答
解
説
講

義
を
凝
縮
し
て
実
施
す
る

た
め
、
弱
点
の
発
見
と
克

服
を
１
日
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
。ま
た
、

本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張

感
、
試
験
独
特
の
雰
囲
気

を
体
感
で
き
る
こ
と
も
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

当
日
受
験
し
た
模
擬
試

験
の
結
果
は
、
後
日
、
個

人
成
績
表
と
し
て
郵
送
さ

れ
る
の
で
、
復
習
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
開
催
概
要

・ 

日
時
：
11
月
30
日（
土
）

９
時
半
〜
17
時
半

・ 

講
師
：
福
島
富
和
氏

（
医
療
法
人
社
団
明
正

会 

認
知
症
ケ
ア
研
究




